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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第38期

第2四半期累計期間
第39期

第2四半期累計期間
第38期

会計期間
自　平成26年4月1日
至　平成26年9月30日

自　平成27年4月1日
至　平成27年9月30日

自　平成26年4月1日
至　平成27年3月31日

売上高 (千円) 603,924 136,573 876,720

経常利益又は経常損失(△) (千円) 7,203 △25,095 5,887

四半期（当期）純利益又は四半
期純損失(△)

(千円) 6,098 △25,700 4,319

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 2,910,916 2,910,916 2,910,916

発行済株式総数 (株) 38,363,220 38,363,220 38,363,220

純資産額 (千円) 69,366 41,887 67,587

総資産額 (千円) 259,407 200,981 184,868

１株当たり四半期（当期）純利
益金額又は四半期純損失金額
(△)

(円) 0.16 △0.67 0.11

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 26.7 20.8 36.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △6,544 10,625 △15,543

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 717 △3,603 △6,920

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △87 ― △87

現金及び現金同等物の四半期末
(期末)残高

(千円) 93,767 84,152 77,130
 

　

回次
第38期

第2四半期会計期間
第39期

第2四半期会計期間

会計期間
自　平成26年7月1日
至　平成26年9月30日

自　平成27年7月1日
至　平成27年9月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) 0.60 △0.34
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、第38期第2四半期累計期間については、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

第39期第2四半期累計期間については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

第38期については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第2四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。　
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第2四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等の

リスクについての重要な変更はありません。

(継続企業の前提に関する重要事象等について)

当社は、過去7事業年度連続して実質的な営業キャッシュ・フローのマイナスが継続しております。

当第2四半期累計期間においては、営業利益は25,102千円のマイナス、また、営業キャッシュ・フローは10,625千円

のプラスとなっておりますが、仕入債務の支払を考慮した実質的な営業キャッシュ・フローはマイナスとなっており

ます。

これらにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

当該状況を解消すべく、「第２　事業の状況　３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(6)

重要事象等について」に記載のとおり、当社としての対応策を講じておりますが、これらの対応策は実施途中である

ため、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

転用及び販売における独占許諾契約

当社は、風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（以下、「風営法」という。）第2条第1項第7号に規

定される営業（以下、「7号営業」という。）用のパチンコ遊技機・パチスロ遊技機を風営法同条同項第8号に規定

される営業（以下、「8号営業」という。）用に転用し販売することを目的に、パチンコ遊技機・パチスロ遊技機の

メーカーである株式会社ＳＡＮＫＹＯ、株式会社ビスティ及びフィールズ株式会社と転用及び販売における独占許

諾契約を締結しております。

　ア． 契約の名称

　　8号営業用転用製品に関する契約書

　イ． 契約の本旨

　　株式会社ＳＡＮＫＹＯ（甲1）、株式会社ビスティ（甲2）及びフィールズ株式会社（甲3）は、当社

　　（乙）に対し、乙が甲1及び甲3から購入した7号営業用パチンコ機・パチスロ機について、乙が8号営業用に

　　改造し、販売することを独占的に許諾する。

　ウ． 証紙

　　乙は、改造後販売するパチンコ機・パチスロ機に甲1及び甲2が発行する証紙を貼付しなければならない。

　エ． 契約期間

　　契約の有効期間は平成27年9月20日から平成28年9月19日までとする。

 
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第2四半期累計期間におけるわが国経済は、政府・日銀の経済、金融政策により一部の企業の業績向上や株価上

昇など緩やかな回復基調にあるものの、平成26年4月の消費税アップにより個人消費の低迷が続き、景気の先行きは

依然として厳しい状況で推移いたしました。

当社が主な事業領域といたしますアミューズメント業界におきましては、特に消費税アップによる消費意欲の低

下や新作不振、無料ゲームアプリの拡張といったマイナス要因から当第2四半期累計期間においても厳しい状況が継

続しております。

このような厳しい経営環境のなかで、当社は平成23年3月期決算より継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるよ

うな事象又は状況が存在しており、前事業年度において少額の営業利益を計上したものの、当第2四半期累計期間に

おいては営業損失を計上せざるを得ない状況となっております。

この状況の早期打破を目標に、収益を継続して創出できる体制の確立及び更なる経費削減に取組み、事業構造の

見直しと新規事業の早期実現に注力し、諸施策を実施してまいりましたが、当該状況の解消には至りませんでし

た。
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この結果、当第2四半期累計期間の業績は、売上高136百万円(前年同期比77.4％減)、営業損失25百万円(前年同期

7百万円の営業利益)、経常損失25百万円(前年同期7百万円の経常利益)、四半期純損失25百万円(前年同期6百万円の

四半期純利益)となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　コンテンツ事業

コンテンツ事業につきましては、版権仲介ビジネスの一環である映像コンテンツの撮影及び制作等の周辺業務

を中心に営業活動を行ってまいりました。

前年同期に比べて利益率の高い案件に注力したものの、制作等の周辺業務の受注が減少した結果、売上高は11

百万円(前年同期比78.8％減)、セグメント利益は2百万円(前年同期比68.6％減)となりました。

②　アミューズメント事業

アミューズメント事業につきましては、アミューズメント施設用メダルゲーム機への転用事業を中心に営業活

動を行ってまいりました。

前年同期に比べて利益率の高い案件に注力したものの、アミューズメント施設用メダルゲーム機への転用事業

に関する受注が大幅に減少した結果、売上高は124百万円(前年同期比77.2％減)、セグメント利益は26百万円(前

年同期比49.2％減)となりました。

なお、上記の金額には管理部門に係る配賦不能営業費用は含んでおりません。

 
(2) 財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

(資産)

当第2四半期会計期間末における総資産は200百万円(前事業年度末は184百万円)となり、16百万円増加いたしまし

た。この主な要因は、現金及び預金の増加(77百万円から84百万円へ7百万円増)、受取手形及び売掛金の増加(10百

万円から16百万円へ5百万円増)によるものであります。

(負債)

当第2四半期会計期間末における負債合計は159百万円(前事業年度末は117百万円)となり、41百万円増加いたしま

した。この主な要因は、支払手形及び買掛金の増加(5百万円から54百万円へ49百万円増)によるものであります。

(純資産)

当第2四半期会計期間末における純資産は41百万円(前事業年度末は67百万円)となり、25百万円減少いたしまし

た。これは、四半期純損失25百万円の計上による利益剰余金の減少(△4,735百万円から△4,760百万円へ25百万円

減)によるものであります。

この結果、自己資本比率は20.8％(前事業年度末は36.6％)となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第2四半期累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前事業年度末に比べ7百万円増加

し、当第2四半期会計期間末には84百万円となりました。

当第2四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果獲得した資金は10百万円(前年同四半期は6百万円の使用)となりました。これは主に仕入債務の増

加(49百万円)等の増加要因があった一方で、税引前四半期純損失の計上(25百万円)、売上債権の増加(6百万円)等の

減少要因があったことによるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は3百万円(前年同四半期は0百万円の獲得)となりました。これは主に敷金及び保証

金の差入による支出(6百万円)等の減少要因があった一方で、敷金及び保証金の回収による収入(3百万円)等の増加

要因があったことによるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

特に記載すべき事項はありません。

 
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第2四半期累計期間において、当社が対処すべき課題については重要な変更はありません。
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(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 
(6) 重要事象等について

「第２　事業の状況　１　事業等のリスク(継続企業の前提に関する重要事象等について)」に記載のとおり、当

社には継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

当社は、当該状況を解消すべく以下の対応策を実施してまいります。

１．新規事業の早期実現と既存事業の強化・拡大

安定的な収益を継続的に確保できる体制を構築すべく、既存事業の強化・拡大を図ってまいりましたが、現在

の当社の状況を打開するためには、既存事業に加えて新規事業の早期実現が必要であると認識しております。

　既存事業の強化・拡大に加えて、外部経営環境の変化に柔軟性をもって対応し、実効性の高い新規事業の組

成・事業化に尽力してまいります。

　また、新規事業の実現を前提とした管理体制の強化を達成する諸施策を考案し実施してまいります。

２．財務体質の改善

当社の第2四半期会計期間末の現預金残高は84,152千円であり、前事業年度末の現預金残高77,130千円と比較し

て7,022千円増加しておりますが、資金余裕としては低位の水準にあると言わざるを得ません。

　財務体質の脆弱さにより継続企業の前提に疑義を生じさせる状況となったことに鑑み、新規事業及び既存事業

からの利益の積み上げによって財務体質が改善される状況を目標として新規事業の早期実現及び既存事業の強

化・拡大に取り組んでまいります。

　一方で、新規事業の早期実現及び既存事業の強化・拡大に必要な資金調達についても重要な経営課題であると

認識し、当期中に確実に資金調達を実行すべく、諸施策を実行してまいります。

３．販売費及び一般管理費削減の徹底

当第2四半期累計期間においては、前年同四半期と比較して1,931千円の減少となり、若干の減少効果がみられ

ます。

従来、販売費及び一般管理費の売上高に占める割合を目標指標としておりましたが、売上高が減少している現

在の状況に鑑み、昨年度対比で10％以上の削減を新たな目標指標として掲げることといたしました。

　新たな目標指標のもとで、さらなる効率化とガバナンス体制の強化を実現しうる体制を構築してまいります。

４．経営方針の明確化と経営資源の最適化

当社の会議体である経営会議、取締役会を継続企業の前提に疑義を生じさせるような状況の解消に向けての施

策・試案・進捗状況の確認等の横断的な議論・判断の場とすべく運営しております。

　このような会議体において採算性を重視した経営方針による経営効率化を推進中であり、経営陣と従業員が目

的意識の共有化を図るとともに経営の客観性及び透明性の向上を図ってまいります。

しかしながら、これらの対応策は実施途中であるため、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められま

す。

　なお、四半期財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を

四半期財務諸表に反映しておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 71,000,000

計 71,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第2四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年9月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年11月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 38,363,220 38,363,220
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数
1,000株

計 38,363,220 38,363,220 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年7月1日～
平成27年9月30日

― 38,363,220 ― 2,910,916 ― 1,961,297
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(6) 【大株主の状況】

  平成27年9月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町1丁目2番10号 1,400 3.65

保坂　政二三 山梨県甲斐市 700 1.82

水野　親則 愛知県名古屋市千種区 423 1.10

小川　博司 兵庫県姫路市広畑区 374 0.97

マネックス証券株式会社 東京都千代田区麹町2丁目4番1号 292 0.76

森山 加寿恵 愛知県名古屋市中村区 278 0.72

加賀谷　幸男 千葉県船橋市 248 0.65

株式会社SBI証券 東京都港区六本木1丁目6番1号 245 0.64

楽天証券株式会社 東京都世田谷区玉川1丁目14番1号 221 0.58

永井　和宏 滋賀県高島市 206 0.54

計 － 4,387 11.44
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年9月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式   128,000 ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

38,173,000　　　　　　
38,173 ―

単元未満株式 普通株式　　 62,220　 ― ―

発行済株式総数 38,363,220 ― ―

総株主の議決権 ― 38,173 ―
 

(注)　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が113,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数113個が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年9月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社コモンウェルス・
エンターテインメント

東京都港区東麻布三丁目
3番1号

128,000 ― 128,000 0.34

計 ― 128,000 ― 128,000 0.34
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第2四半期会計期間(平成27年7月1日から平成27年9月30

日まで)及び第2四半期累計期間(平成27年4月1日から平成27年9月30日まで)に係る四半期財務諸表について、監査法人

ナカチによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年3月31日)
当第２四半期会計期間
(平成27年9月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 77,130 84,152

  受取手形及び売掛金 10,243 16,226

  商品及び製品 451 733

  その他 3,845 3,591

  流動資産合計 91,670 104,703

 固定資産   

  有形固定資産 1,375 1,149

  無形固定資産 3,411 3,328

  投資その他の資産   

   長期貸付金 1,434,012 1,434,012

   破産更生債権等 114,673 114,673

   敷金及び保証金 538,362 541,539

   長期未収入金 375,416 375,416

   その他 48 260

   貸倒引当金 △2,374,102 △2,374,102

   投資その他の資産合計 88,411 91,800

  固定資産合計 93,198 96,278

 資産合計 184,868 200,981

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 5,593 54,759

  未払法人税等 6,955 7,053

  その他 20,501 6,301

  流動負債合計 33,051 68,114

 固定負債   

  長期預り保証金 84,230 90,980

  固定負債合計 84,230 90,980

 負債合計 117,281 159,094

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,910,916 2,910,916

  資本剰余金 1,961,297 1,961,297

  利益剰余金 △4,735,051 △4,760,752

  自己株式 △69,574 △69,574

  株主資本合計 67,587 41,887

 純資産合計 67,587 41,887

負債純資産合計 184,868 200,981
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自　平成26年4月1日

　至　平成26年9月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成27年4月1日

　至　平成27年9月30日)

売上高 603,924 136,573

売上原価 508,241 75,117

売上総利益 95,682 61,455

販売費及び一般管理費 ※１  88,490 ※１  86,558

営業利益又は営業損失（△） 7,192 △25,102

営業外収益   

 受取利息 10 7

 その他 2 ―

 営業外収益合計 12 7

営業外費用   

 その他 1 ―

 営業外費用合計 1 ―

経常利益又は経常損失（△） 7,203 △25,095

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

7,203 △25,095

法人税、住民税及び事業税 1,105 605

法人税等合計 1,105 605

四半期純利益又は四半期純損失（△） 6,098 △25,700
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自　平成26年4月1日

　至　平成26年9月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成27年4月1日

　至　平成27年9月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税引前四半期純利益又は税引前四半期純損
失（△）

7,203 △25,095

 減価償却費 423 308

 売上債権の増減額（△は増加） △46,141 △6,036

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △2,071 229

 仕入債務の増減額（△は減少） 28,849 49,190

 その他の流動負債の増減額（△は減少） 9,064 △13,086

 預り保証金の増減額（△は減少） △3,350 6,750

 その他 677 △74

 小計 △5,345 12,185

 利息及び配当金の受取額 10 7

 法人税等の支払額 △1,210 △1,567

 営業活動によるキャッシュ・フロー △6,544 10,625

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 無形固定資産の取得による支出 △332 ―

 敷金及び保証金の差入による支出 △1,950 △6,750

 敷金及び保証金の回収による収入 3,000 3,400

 その他 ― △253

 投資活動によるキャッシュ・フロー 717 △3,603

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 その他 △87 ―

 財務活動によるキャッシュ・フロー △87 ―

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,915 7,022

現金及び現金同等物の期首残高 99,682 77,130

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  93,767 ※１  84,152
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

当社は、過去7事業年度連続して実質的な営業キャッシュ・フローのマイナスが継続しております。

　当第2四半期累計期間においては、営業利益は25,102千円のマイナス、また、営業キャッシュ・フローは10,625千

円のプラスとなっておりますが、仕入債務の支払を考慮した実質的な営業キャッシュ・フローはマイナスとなって

おります。

　これらにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

　当社は、当該状況を解消すべく以下の対応策を実施してまいります。

１．新規事業の早期実現と既存事業の強化・拡大

　安定的な収益を継続的に確保できる体制を構築すべく、既存事業の強化・拡大を図ってまいりましたが、現在の

当社の状況を打開するためには、既存事業に加えて新規事業の早期実現が必要であると認識しております。

　既存事業の強化・拡大に加えて、外部経営環境の変化に柔軟性をもって対応し、実効性の高い新規事業の組成・

事業化に尽力してまいります。

　また、新規事業の実現を前提とした管理体制の強化を達成する諸施策を考案し実施してまいります。

２．財務体質の改善

　当社の第2四半期会計期間末の現預金残高は84,152千円であり、前事業年度末の現預金残高77,130千円と比較して

7,022千円増加しておりますが、資金余裕としては低位の水準にあると言わざるを得ません。

　財務体質の脆弱さにより継続企業の前提に疑義を生じさせる状況となったことに鑑み、新規事業及び既存事業か

らの利益の積み上げによって財務体質が改善される状況を目標として新規事業の早期実現及び既存事業の強化・拡

大に取り組んでまいります。

　一方で、新規事業の早期実現及び既存事業の強化・拡大に必要な資金調達についても重要な経営課題であると認

識し、当期中に確実に資金調達を実行すべく、諸施策を実行してまいります。

３．販売費及び一般管理費削減の徹底

　当第2四半期累計期間においては、前年同四半期と比較して1,931千円の減少となり、若干の減少効果がみられま

す。

　従来、販売費及び一般管理費の売上高に占める割合を目標指標としておりましたが、売上高が減少している現在

の状況に鑑み、昨年度対比で10％以上の削減を新たな目標指標として掲げることといたしました。

　新たな目標指標のもとで、さらなる効率化とガバナンス体制の強化を実現しうる体制を構築してまいります。

４．経営方針の明確化と経営資源の最適化

　当社の会議体である経営会議、取締役会を継続企業の前提に疑義を生じさせるような状況の解消に向けての施

策・試案・進捗状況の確認等の横断的な議論・判断の場とすべく運営しております。

　このような会議体において採算性を重視した経営方針による経営効率化を推進中であり、経営陣と従業員が目的

意識の共有化を図るとともに経営の客観性及び透明性の向上を図ってまいります。

　しかしながら、これらの対応策は実施途中であるため、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められま

す。

　なお、四半期財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を

四半期財務諸表に反映しておりません。
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(四半期損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。　

 
前第2四半期累計期間
(自　平成26年4月1日

　至　平成26年9月30日)

当第2四半期累計期間
(自　平成27年4月1日

　至　平成27年9月30日)

役員報酬 15,750千円 21,300千円

給与手当 20,248  18,197 
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。

 
前第2四半期累計期間
(自 平成26年4月1日

　至 平成26年9月30日)

当第2四半期累計期間
(自 平成27年4月1日

　至 平成27年9月30日)

現金及び預金勘定 93,767千円 84,152千円

預入期間が３か月を超える定期預金 ― ―　 

現金及び現金同等物 93,767 84,152 
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第2四半期累計期間(自　平成26年4月1日　至　平成26年9月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
損益計算書
計上額
(注)２

コンテンツ
事業

アミューズ
メント事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 55,636 548,288 603,924 ― 603,924

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高 

― ― ― ― ―

計 55,636 548,288 603,924 ― 603,924

セグメント利益 8,579 51,739 60,318 △53,126 7,192
 

(注) １．セグメント利益の調整額△53,126千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　

 

Ⅱ 当第2四半期累計期間(自　平成27年4月1日　至　平成27年9月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
損益計算書
計上額
(注)２

コンテンツ
事業

アミューズ
メント事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 11,799 124,774 136,573 ― 136,573

 セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ―

計 11,799 124,774 136,573 ― 136,573

セグメント利益 2,692 26,266 28,958 △54,061 △25,102
 

(注) １．セグメント利益の調整額△54,061千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第2四半期累計期間
(自　平成26年4月1日

　至　平成26年9月30日)

当第2四半期累計期間
(自　平成27年4月1日

　至　平成27年9月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期
純損失金額(△)

0円16銭 △0円67銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円) 6,098 △25,700

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期
純損失金額(△)(千円)

6,098 △25,700

普通株式の期中平均株式数(千株) 38,235 38,234
 

(注)　前第2四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

当第2四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額

であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成27年11月13日

株式会社コモンウェルス・エンターテインメント

取締役会　御中

 

監査法人ナカチ
 

　

代表社員

業務執行社員
 公認会計士　　平　　田　　　　　卓　　印

 

　

代表社員

業務執行社員
 公認会計士　　髙　　村　　俊　　行　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コモン

ウェルス・エンターテインメントの平成27年4月1日から平成28年3月31日までの第39期事業年度の第2四半期会計期間(平

成27年7月1日から平成27年9月30日まで)及び第2四半期累計期間(平成27年4月1日から平成27年9月30日まで)に係る四半

期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コモンウェルス・エンターテインメントの平成27年9月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第2四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

強調事項

継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は過去7事業年度連続して実質的な営業キャッシュ・フ

ローのマイナスが継続しており、当第2四半期累計期間においては、営業利益は25,102千円のマイナス、また、営業

キャッシュ・フローは10,625千円のプラスであるが、仕入債務の支払を考慮した実質的な営業キャッシュ・フローはマ

イナスとなっている。これらにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており、現時点で

は継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該状況に対する対応策及び重要な不確実性が認めら

れる理由については当該注記に記載されている。四半期財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような

重要な不確実性の影響は四半期財務諸表に反映されていない。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 
利害関係
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会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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